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本書は,厚生労働省雇用均等 ・児童家庭局の局長だった村木厚子氏が,自
身の半生を綴った書 き下ろしの書である。周知のとおり,村木氏は2009年6
月に実態のない障害者団体に偽の証明書を発行 したとして,部 下の係長(当
時)と ともに,虚偽有印公文書作成 ・同行使の容疑により逮捕されたが,2010
年9月 に無実が証明された。現在,村 木氏は内閣府政策統括官(共 生社会政
策担当)と して勤務 している。
近年,無 実の罪で起訴された,あ るいは,長期間服役 した後に無実が証明
された事件は少なくない。だが,村 木氏が逮捕された事件が極めて異例なの
は,大阪地検特捜部の検事が証拠の1つ であるフロッピー ・ディスクを改窟
したことを裁判で認め,現 在服役 していることである。 くわえて,彼 の上司
2名が証拠改窟を知 りながら組織的に隠蔽したとして起訴され,大 阪地裁で係
争中である。
村木氏が己の無実を証明するために戦った記録は,同氏を支援する団体の
サイ トや,同 氏に関する出版物,た とえば,今西憲之+週 刊朝 日取材班 『私
は無実です』(朝日新聞社,2010年)に詳 しい。3章構成の本書でも,第3章
は逮捕 ・勾留 ・裁判の記録 となっている。一方,評 者は本書を働 く女性の貴
重な記録 として推奨するものである。
2000年の省庁再編で厚生省 と労働省が一緒になる前,労働省は女性のキャ
リア官僚が多い省であった。その大 きな理由は,第2次世界大戦後の1947年,
日本の民主化をめざす連合国軍総司令部,通 称GHQの肝いりで,労働省婦人
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少年局(現 ・厚生労働省雇用均等 ・児童家庭局)が 設置された。戦後間 もな
く,同局は労働のみならず多様な女性問題を扱う部署で もあった。
労働省婦人少年局あるいは婦人局の出身で,女 性の社会進出に貢献 した元
官僚は多い。高橋展子(故 人)は,国 際労働機関(ILO)事務局長補を務めた
際の経験を綴った 『ジュネーブ日記:レ マン湖の見えるオフィスで』(日本労
働教会,1979年),日本初の女性大使としてコペンハーゲンに住んだ日々をま
とめた 『デンマーク日記:女 性大使の覚書』(東京書籍,1985年)を著 した。
赤松良子氏は男女雇用機会均等法制定時の局長で,国 会での答弁や,財 界へ
の説明に文字通 り奔走 した人である。同氏は,半生や仕事の経験の回想を 『志
は高 く』(日本図書センター,2001年。1990年の有斐閣刊を元にした),『均
等法をつくる』(勤草書房,2003年)に著した。なお,赤松は日本女性2人 目
の大使 として,ウ ルグアイに滞在 した。同じく,労働省出身の佐藤ギン子は,
高橋,赤 松に続 き,日本で3人 目の女性大使 としてケニアに駐在 したが,そ
の時の経験を 『私のアフリカ大陸発見:女 性大使の見聞録』(21世紀職業財
団,1995年)として出版 した。
一方,村木氏は,高橋,赤松,佐 藤の3氏 よりだいぶ後の世代である。1955
年に生まれ,男 女雇用機会均等法が施行される10年前に労働省(当 時)に入
省 し,同期入省の男性 と結婚 した。夫妻の両親は遠 くにいたため子育ての応
援を得ることがで きず,妻 の子連れ単身赴任 も経験 しなが ら,キャリアを積
み重ねて きた。著者の率直な会話調の文章は,テ レビのニュースで見るとお
りの笑顔を思い出させる。同時に,女性の社会進出を支援する省庁で女性官
僚たちがワーク ・ライフ ・バランスをどのように実現 して きたか,均 等法以
前の世代に関する貴重な記録にもなっている。
第1章 は 「『あきらめない心』の原点」と題 して,対人恐 怖の少女だった著
者が労働省に入るまでを語る。高知県で生まれ,高知大学を卒業した著者は,
国家公務員のいわゆるキャリア組の本流ではなかった。社会保険労務士 とし
て独立開業 していた父は,著者が社会人になるとき,「仕事を一生懸命頑張っ
て もそれだけでは褒めてあげられない。仕事をして,結 婚 もして,子 どもも
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育て た ら褒めてあげる」(p.21)と言 った とい う。著者が選んだ仕事 は,国 家
公務員だったが それは結婚 して も辞めずに働 き続 けられるか らだった(pp.21-
22)a
著者 は,県 庁試験の練習 として気軽 に国家公務員 を受験 したが,期 せず し
て第1次 試験 に合格 した。 だが,官 庁訪問があ るこ とす ら知 らず,人 事院 に
連絡 した ところ,早 く上京す るよう叱 られた(p.28)。他 の受験生が既 に官庁
訪問 を終 え,内 定 を得てい た後 に,著 者 を面接 して くれ たの は労働省 だった
(pp.28-29)o
労働省 に初登庁 した 日,著 者 はお茶汲み をす るよう男性の上司か ら言 われ
た(p.33)。実 は,こ の上司 は 「『女性 だか らといってお茶汲 み をするのはお
か しい,同 期の男性 もやるべ きだ』 とか け合って くれた」(p.33)が,ノンキ
ャリアの女性職員1人 だけにさせ るわけに もいかず,キ ャリア組 もす るこ と
になった。 もっ とも,著 者 は 「結果的 に,お 茶汲み をや って よか った と思い
ます。毎朝,お 茶 を配 りなが らひ と通 り先輩職員 と会話がで き,コ ミュニケ
ーシ ョンが取れ ま した」(p.34)と肯定的 に受け止めた。 このような明るさと
積極 性が,無 実の罪で逮捕 されて も耐 え抜 き,さ らに自分の無実の証拠 を見
い だ した著者の強 さの秘密か もしれ ない。 ちなみ に,そ の後の人事異動でお
茶汲みのあ る場所 になったこ ともあ るが,自 分が係長の時,お 茶汲み をやめ
た とい う(p.36)。来客があ って,上 司 にお茶 を滝れ るよう言 われた時は,翌
日の大雪 を利用 して,「私 がお茶 を滝れる と嵐になる」 と吹聴 して,2度 とお
茶汲み を しなか った(同)。
25歳になった村木氏は,1981年に外務省に出向 し,国 連の社会政策を担当
したが,慣 れ ない仕事が大量 に与 え られ,先 輩 に質問で きる環境で もな く,
気持 ちがふ さい だこともあった(p.41)。やがて,ニ ュー ヨークの国連総会で
業務 をするため,2か 月半の長期 出張 を命 じられた。 この時,国 連の 日本政府
常駐代表部 には労働省の赤松良子が公使 として務めてい た。前年の第2回 世
界女性会議(コ ペ ンハ ーゲ ン会議)で,日 本が国連女性差別撤廃条約 に署名
し,批 准の準備 を してい る ところだった。 ちなみに,1980年に条約 に署名 し
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た人物は,先述の高橋展子である。駐デンマーク大使だった高橋は,コペン
ハーゲ ン会議の 日本政府団団長を務めていた。著者は,事務局が発行するプ
レス リリースを読みなが ら,毎 日必死に報告を作った(p.44)というが,赤
松の下で働いた経験は何 ものにも代え難かったろう。翌年,著 者は同期の男
性 と結婚 し,1985年に29歳で長女を出産 し,31歳の時に島根県の労働基準
局に子連れ単身赴任をした(p.60)。著者がいかにワーク ・ライフ ・バランス
を実現 したかは,読者の楽 しみにとってお きたい。
第2章 は 「仕事の軸が見えて きた」 と題 して,女 性が働 くことの難 しさを
率直に綴っている。島根県か ら本省に戻って きた著者は,婦人局婦人政策課
の課長補佐に就任 した(p.71)。どんな組織でもそうだが 管理職の補佐は種々
の仕事をこなさなければならず,激 職 と容易に想像 される。しかも,1986年
4月に施行された男女雇用機会均等法を企業に理解してもらうための業務が中
心だった(同)。一方,労働省は先輩の女性が後輩の面倒をよく見てくれる職
場だったそうで,重 要な人物に面会するときに後輩を同伴させ,転勤 ・結女昏
出産など人生の節 目に会を開いて くれた(p.73)。著者が30代半ばになった
とき,後輩への支援として職場アンケー トを実施 した(p.75)。この中で,仕
事 と子育ての両立をどう実現 したか,母 や義母に保育を頼めたか どうか,子
どもを産んだ年齢はい くつだったかなど,女性職員同士で知恵 を交換 した
(pp.75-76)という。また,「綱渡 り,下を見なけりゃ怖 くない」(p,98)とい
う小見出しにあるとお り,良い意味での開 き直 りも実践 している。均等法が
施行されてか ら大学を卒業 したが,仕 事 と家庭の両立に悩む女性 と,仕事を
持つ妻や恋人をどうやって支えたらよいか悩む男性たちにとって,必 読の章
であろう。
第3章 は 「逮捕,勾 留を支えたものは」 と題する。著者は記録魔だそうだ
が,逮 捕後に単にイ可がいつあったと記録するだけでなく,事柄 も著者の心情
もよく整理 している。また,正確かつ平易な文章のおかげで,一 般の読者で
あって も,冤罪が どのように生まれるのか,大 変理解 しやすい。2009年5月
に裁判員制度が開始されて以来,普 通の人々が凶悪事件を裁 く側に立つ可能
一254一
村木厚子 『あきらめない:働 くあなたに贈る真実のメッセージ』
性が出て きた。検察側の持つ証拠開示は以前より進んだとはいえ,取調の可
視化は一部のみ映像化 ・録音するなど,かえって冤罪を生みかねない。本章
はそのまま台本にで きるぐらいまとまっているので,裁 判員制度を考える啓
発活動でロールプレイに用い,あ るいは法学部初年次生の教材 として も大い
に役立つであろう。本章には,夫(現 在は団体理事),長女,次 女の思いもコ
ラム形式で書かれているが,著 者の家族の絆の強さを示 している。
第4章 「釈放 ・復職 そ して今後のこと」は,保釈,記 者会見,判 決まで
の生活,そ して無罪判決が描かれる。かつての部下だった元係長は,著者の
裁判に検察側承認 として出廷 した際 著者の関与を認めた調書が検事の作文
であったと明確に証言 した(p.235)。無罪判決を得た著者だが,厚生労働省
に登頂 した際のあのさわやかな笑顔は,決 して報道陣のカメラの前で無理に
作ったものではないことが容易に理解で きる。検事による証拠捏造で一時は
被疑者 ・被告人になった著者だが,厚 労省局長 として元部下の管理監督者 と
しての責任,検 察が捜査の基本を守 らなかったことへの憤 り,マスコミの報
道のあ り方を振 り返る(pp.244-246)。そ して,「人生は何があっても面白い」
と前向 きに受け止める(pp.254-255)。
以上見て きたように,本書は日経ウーマン編集部が企画 し,著者の 「妹た
ち⊥ すなわち働 く若い女性に向けて書かれたものである。だが,男女双方,
そ してあ らゆる年代,様 々な職業の人たちに一読 して もらいたい。本書は,
問いかけの重要さと文章の平易さ,内容のわか りやすさが並立することを示
した好著である。
最後に,評者が考えた本書の英訳タイ トルについて説明 したい。評者は,
企画の所以から 「あなたたち」を若い女性と解釈した。また,「あきらめない」
を一般的な英訳である"Iwillnotgiveup"ではなく,"Iwillnotresignmy-
self'とした。いかなる状況にも絶望せず,常 に前向きに歩み続けた著者の姿
勢に対 し,心か らの敬意を表 したい。
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